
　

立
春
も
過
ぎ
、
春
を
思
わ
せ

る
陽
気
も
目
に
つ
く
こ
の
頃
で

す
が
、
子
供
達
は
受
験
や
卒
業

式
な
ど
慌
し
い
日
々
と
な
り
ま

す
。
私
達
公
民
館
役
員
や
区
役

員
も
通
常
総
会
や
引
継
ぎ
と
や

は
り
何
か
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

役
員
を
終
え
て
ほ
っ
と
し
て

い
る
方
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し

よ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
方
も
少

な
く
な
い
か
と
・
・
・

　

よ
し
だ
公
民
館
報
も
49
号
と

な
り
ま
す
。
本
年
度
も
公
民
館

活
動
に
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ 

と 

が 

き

館
報
編
集
委
員

委
員
長　

西
谷　
　

正

副
委
員
長　

安
保　

範
久

　

〃　
　
　

田
中　

恵
子

委　
　

員　

小
栗　

正
彦

　

〃　
　
　

矢
野
目　

滋

　

〃　
　
　

中
江　
　

純

　

〃　
　
　

小
田　

光
夫

　

〃　
　
　

務
台　
　

昭

事
務
局　

安
藤　

寿
秀
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区
民
が
集
い
楽
し
む
交
流
の
輪

区
民
が
集
い
楽
し
む
交
流
の
輪

　

分
館
で
は
、
区
民
同
士
の
繋
が
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
を
大
切

に
し
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」「
ワ
イ
ン
講
習
会
」「
繭
玉
作
り
」

等
の
事
業
と
共
に
、区
・
育
成
会
等
と
連
携
し
「
れ
ん
げ
草
祭
り
」「
野

菜
販
売
体
験
」「
収
穫
祭
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
」「
節
分
会
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
」「
三

九
郎
」「
防
災
訓
練
」「
敬
老
祝
賀
会
」「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
」「
環

境
美
化
（
花
壇
作
り
）」
等
、
広
範
囲
の
様
々
な
共
催
・
協
力
事
業

を
行
い
、
諸
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
、
世
代
を
超
え
た
区
民
の
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
が
企
画
運
営
の
活
動
で
は
、
塩
尻
の
ワ
イ
ン
を
学
ぶ
講
座

と
し
て
、「
秋
の
ワ
イ
ン
講
習
会
」
が
、
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
男
女
の
区
民
の
皆
様
が
集
い
、
ワ
イ

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
講
義
を
受
け
、
塩
尻
ワ
イ
ン
の
ル
ー
ツ
を

知
り
、
試
飲
で
ワ
イ
ン
の
魅
力
に
触
れ
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
を
堪
能
し
、
会
話
も
は
ず
み
楽
し
い
交
流
の
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
今
後
も
交
流
で
き
る
活
動
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

よしだっこのつぶ
やき

よしだっこのつぶ
やき

ふれあい公園

図書館
吉田分館 若宮公園

吉田地区
センター

上條航生くん

（小 1） 上條佑真くん

（小４）
掛川明日香さん

（小４）

上條樹生くん

（小４）

吉田地区で好きな場所はどこですか？吉田地区で好きな場所はどこですか？

『繭玉作り』1/9

『秋のワイン講座』11/26

『常会対抗グラウンドゴルフ大会』7/10


